
　

　新しい年度になりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

拓心館グループは、事業所の統合や移転などの動きがあり、新たにグループの仲間が増えました。

今後も皆様の身近に寄り添える存在として拓心館グループをどうぞよろしくお願いいたします。
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児童デイサービスセンターど・れ・み 移転します！

令和7年7月1日より、現住所の弘前市大久保から熊嶋にあります拓心館内

に移転させていただきます事をご報告いたします。

【生活介護事業所おおくぼ(旧山郷館デイサービスセンター弘前)】との多機

能型事業所として令和3年から営業して参りましたが、児童さんが通学されて

いる弘前第二養護学校から近いこと、さらに【児童発達支援センターはぁと】

【放課後等デイサービスセンターはぁと】が隣接されているという事もあり、療

育の充実の観点から相互協力を図り、職員のスキルアップ、手厚い支援体制

の構築を行うことを目的とし、今回の移転に繋がる運びとなりました。

児童さんには環境の変化で不安な気持ちになる方もいらっしゃると存じますが、

現在提供しております送迎や入浴等の様々な支援については継続して対応さ

せて頂くとともに、拓心館事業所内には複数の福祉サービスも展開しており、

たくさんの人と交流できる機会を提供できます。多くの方との交流を通して社

会性を育み、成長過程において必要な経験を積むことができるように支援させ

ていただきます。今後も関係機関と連携を取りながら、児童さんやご家族様が

住み慣れた地域で安心して暮らして頂けるように全力でサポートさせていただ

きます。

【児童発達支援センターはぁと】としても、【児童デイサービスセンターど・れ・

み】と一体的に運営することで、身体障害や医療的ケアが必要なお子さんへの相

談・支援体制が整いつつあると感じています。

これからも在宅支援の拠点として、お子さまや保護者の皆さま、関係機関の皆

さまのニーズにお応えできるよう、日々前進して参ります。

障がい者総合支援センター拓心館生活介護
『新たな野菜の栽培へ挑戦しました！』

当事業所では、活動プログラムの中に『園芸活動(野菜の栽培や花壇)』があり、今年度は、岩木地区にある梅干

し屋『カネシメいした』さんより、しその種をいただき、栽培に挑戦しております。

5月に種まきをおこない、水やりや草取りをしながら、利用者様とともに毎日状態確認をし、発芽する時を楽しみに

しています。利用者様にとっても、植物や野菜のお世話をするために、定期的に外に出て四季の移り変わりを感じ

たり、草取りや水やり、収穫などで身体

全体を動かしたり、利用者様同士のコミュニケー

ションも図ることができます。

また、地域との繋がりを持つことで利用者様

の生きがい、やりがいにも繋がっており、今回の

種を提供してくださった『カネシメいした』さんに

感謝しながら、大切に育てていきたいと思います。

エイブル

（就労継続支援Ｂ型・生活介護・くれよん地域活動支援センター）

６月１日より、同じ敷地内に隣接していた『山郷館デイサービスセンターくれよん』が

新しく拓心館グループの仲間となり、『エイブル』として一緒に活動を始めます。

統合することで生活介護の定員が１８名から４０名となりました。

くれよんで取り組んでいる書道教室や創作活動などと、エイブルの得意とする就労系の

作業をうまく取り込み、一人ひとりの特性に合わせたプログラムを提供できる体制を整

えていきたいと思います。

また、『地域活動支援センターくれよん』は、地域で生活している障がいのある方

の活動の場、社会参加の場、相談の場としての役割を強化していきます。

見学・体験はお気軽にお問い合わせください！

津軽生活支援センター
『一人暮らしに向けて』

津軽生活支援センターでは、利用者さまの一人暮らしに向けた支援を行っております。

一人暮らしへの課題は人それぞれ。私たちは一人ひとりの希望する一人暮らしの形を聞

き、利用者さまそれぞれの持つの特性に合わせた物件選びや清掃、調理などの訓練に

取り組んでいます。ここ数年では3名の利用者さまが一人暮らしにステップアップを果た

し、地域での新たな生活を始めました。

津軽生活支援センターでは、今後も多くの利用者さまが地域生活に参加できるよう、出

来る限りの支援を行って行きたいと考えております。利用者さまの夢を叶えることが出来

るよう、津軽生活支援センタースタッフ全員で取り組んで参りますので、今後ともよろしく

お願いいたします。現在、空室がございますので、遠慮なくお問い合わせください。

【ご連絡先】 0172-82-4520

津軽障害者就業・生活支援センター
『青森県立障がい者職業訓練校で事業説明会を実施しました。』

令和7年5月9日（金）に青森県立障がい者職業訓練校で事業説明会を実施しました。

当センターがどのような事業か、スライドを用いて参加者の方へお伝えした後、生徒の

皆さんと面談を実施し、希望する職種や現状までの就労状況等を伺っていました。参

加者の皆さんが当センターへの登録を希望された場合は、それぞれの希望に応じ就

職に向けた支援、就職後の支援を実施していきます。 昨年度、当センターに登録され

た方の中では３名の方が就職に繋がりました。今後も各関係機関と連携を行い、障がい

のある方の一般就労を支援して参ります。一般就労への意欲がある方、是非、ご連絡頂

ければと思います。

【ご連絡先】0172-82-4524



★エイブル パン販売については

６月末で一旦休止となります★

★就労サポートひろさき お豆腐・豆乳プリン販売中★

絹ごし豆腐 ¥１３０(税込)

木綿豆腐 ¥１３０(税込)

ゆず豆腐 ¥１５０(税込)

寄せ豆腐 ¥１５０(税込)

豆乳プリン プレーン ¥１５０(税込)

豆乳プリン ご ま ¥１５０(税込)

豆乳プリン ほうじ茶 ¥１５０(税込)

ヘルパーセンターおおくぼ

『ヘルパーの活動内容について』

前回はヘルパーの活動内容の大まかな部分を

紹介しましたが今回はヘルパー活動の中の「居宅

介護、身体介護」についてお話したいと思います。

入浴、更衣、排せつ、食事の介助の他、整容や

移乗など字のごとく身体に関わる介助を身体介護

と称しています。入浴介助や移乗には２人介助で

サービス提供している場合もありますし、施設など

と同じくリフト移乗をされている利用者もおります。

また家族不在時の介助や見守りも身体介護となり、

児童の方の利用もできます。身体介護では緊急的

な対応が必要な事もあり、家族の仕事の都合や家

庭の事情などの緊急時は都度対応しています。

「お知らせ」

・ヘルパーの利用希望がございましたら、毎週 水

曜日の10:30～15:30、金曜日の10:30～12:30の時

間帯サービス提供が可能です。他にも希望される

曜日や時間があれば検討致しますのでご連絡を

お待ちしています。

【ヘルパーさん募集しています】

採用後に初任者研修の受講をし

てヘルパーの仕事に就くこともでき

ます。

ぜひ、お問い合わせ下さい。

【連絡先】

拓心館 0172-82-4520

ヘルパーセンターおおくぼ 0172-33-7357

就労サポートひろさき
【就労移行支援事業】

『春は実習の季節です！』

新年度を迎え、実習に参加する利用者さまが

続々と出てきました。

事業所とは違う環境、違うスタッフ、違う仕事を行

うことで事業所では見えなかった課題や良い点が

見えてきます。

初日は緊張でいっぱいだった様子が、最終日に

は元気いっぱいに実習に参加している様子を見る

と、利用者さまの成長を感じております。

実習後は振り返りを通じて利用者さまに実習の

結果をフィードバックしております。浮かび上がった

自分の課題と向き合っていただき、これからの訓

練に生かしていただきたいと思っております。

就労に向けて実習の機会をどんどん提供してい

きますので、積極的に参加して自分を成長させて

いただきたいです。みなさん頑張って下さい！

【就労継続支援B型】

岩木山が見守る中、今年度もメロンの定植が始

まりました。

ビニールハウスには今年初の取組みとなるアム

サンメロンの苗を２５０本植えました。一般的なメロ

ンは収穫してから追熟が必要ですがアムサンメロ

ンは完熟になってから収穫することで美味しい状

態で店頭に並びます。糖度については甘いとされ

る14度の糖度を超え、16度以上ととろけるような甘

さと香りが特徴です。栽培方法も今までのアーバン

デリシャスメロンよりも難しいと言われています。畑

ではメロンの他に昨年好評だったオクラやネギ、サ

ツマイモやカブなど多品種の生産を予定していま

す。

弘果さん指導の下、職員、利用者さんのやりが

いと共に質の高い作物の生産に取り組んでいきた

いと思います。

生活介護事業所おおくぼ

『定員増員します』

『児童デイサービスセンターど・れ・

み』が『児童発達支援センターはぁと』が

ある拓心館敷地内に移転することから、

これまでの定員14名を、この7月から20

名に定員変更いたします。

これまでも、身体に障害のある方に多

く利用していただいており、看護職員が

配置されていることから医療的ケアを必

要とする方にも安心して利用していただ

いています。

この4月からは、医療的ケアを多く必

要とした利用者さんが新たに増えました。

見学、体験利用等受け入れも行って

おりますので、気軽にお問い合わせ下

さい。

【お問合せ】

生活介護事業所おおくぼ

0172-33-7300

七峰会 総合福祉相談支援センター ビリーブ

七峰会 相談支援事業所 ひらかわ

『はじめまして！！』

令和7年4月1日より『旭光園相談支援事業所』か

ら名称が変わり、『七峰会相談支援事業所ひらか

わ』になりました。そして、拓心館グループに仲間

入りをしましたので、皆さん、ぜひ覚えて下さ

い！！

相談支援専門員 大久保 悦子

4月から七峰会相談支援事業所ひらかわで働い

ています。初めましてのことだらけで戸惑うことが

多々ありますが、一歩ずつ進んで参りますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

相談対象：18歳以上の大人

相談内容：生活の困り事、就労の困り事、経済面

での

困り事、生活困窮、対人関係の相談など何でもご

相談下さい！

下記まで連絡お待ちしています。

住所：〒036－1321

青森県弘前市熊嶋字亀田183－1

電話：080-8706－6820


